
統合医療において近代西洋医学と組み合わせる療法 
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療法の分類 療法の例 

食や経口摂取に関する
もの 

食事療法、断食療法、サプリメント、ホメオパシーな
ど 

身体への物理的刺激を
伴うもの 

はり・きゅう（国家資格；はり師、きゅう師）、温熱療法、 
磁器療法など 

手技的行為を伴うもの 各種マッサージ（国家資格；あん摩マッサージ指圧師）、 
骨つぎ・接骨（国家資格；柔道整復師）、整体、 
カイロプラクティックなど 

感覚を通じて行うもの アロマテラピー、音楽療法など 

環境を利用するもの 温泉療法、森林セラピーなど 

身体の動作を伴うもの ヨガ、気功など 

動物や植物との関わり
を利用するもの 

アニマルセラピー、園芸療法など 

伝統医学、民族療法 漢方医学、中国伝統医学、アーユルベーダなど 

資料４ 

（注）表に挙げている療法は、平成２２年度厚生労働科学研究「統合医療の情報発信等の在り方に関する調査研究」
（研究代表者：福井次矢聖路加国際病院院長）で採り上げられた療法。 


